障害者生活支援センターたかまつ　
相談員の意識向上のためのアンケート　集計結果

実施期間　平成22年3月1日～15日　配布枚数13枚　うち回収11枚


１．利用の状況について
１）支援センターをはじめて利用したのはいつですか？
ァ　　1年以内･･･５名

ィ　　1年～2年前･･･1名

ゥ　　２年～３年前･･･1名

ェ　　３年～４年前･･･1名

ォ　　５年以上前･･･３名

２）どのようにして、支援センターの存在を知りましたか？（複数回答あり）

ァ　　市町の職員からの紹介･･･４名

ィ　　かがわ総合リハビリテーションセンター職員からの紹介･･･３名

ゥ　　その他の医療・福祉職からの紹介･･･４名

ェ　　友人や知人からの紹介･･･１名

ォ　　支援センターからの案内（ホームページ・広報誌）を見て･･･1名

ヵ　　その他･･･1名（気がついたらあった）

３）この1年間で、何回くらい利用（電話や訪問、来所による相談を）していますか？

ァ　　1回～5回･･･３人

ィ　　5回～10回･･･５人

ゥ　　10回以上･･･３人

２．相談員の姿勢について

１）あなたや、あなたの周囲の人たちに対する相談員の言葉や態度は適切ですか？

ァ　　適切である･･･１０人

ィ　　時々気になるときがある･･･１人

ゥ　　いつも不満や不信を感じている･･･0人

＊具体的なエピソードがあれば、ぜひお書きください

○私共にとっては、体が不自由になってみて自由に動くことがあたりまえだと思っていましたが、本当に不自由さを感じることになって、つくづくつまらないささいな相談事に対してもやさしく親切に接していただき、最後まで応援していただきありがたいと思っております。（回答ア　相談しやすい）

○いい笑顔で、気軽な言葉で接して頂いています。話が本筋からはずれることが多々ありますが、よくよくおつき合い頂いてありがたく思っています。（回答ア　相談しやすい）

２）相談の最中は、あなたが相談しやすい雰囲気でしたか？
ァ　　相談しやすい･･･９人

ィ　　ふつう･･･２人

ゥ　　相談しにくい･･･0人

＊具体的なエピソードがあれば、ぜひお書きください

○わざわざ自宅まで出向いてくださり、利用者さんにとってどの様にすれば気持よく、装具ひとつにしてもいろんな所へといあわせをしていただき、一番本人にとっていい方法を親身になって考えていただいております。（回答ア　相談しやすい）

○前にも書きましたように、“いつも変わらない”姿勢が良いと思います。（回答ア　相談しやすい）

３）あなたの相談に対して、相談員はよく話を聞き正確に理解することが出来ていますか？

ァ　　出来ている･･･９人

ィ　　ほぼできている･･･２人

ゥ　　全く出来ていない･･･0人

＊具体的なエピソードがあれば、ぜひお書きください

○その後の様子など、時々電話なり訪問なりしていただいております。本当に私共は心強い思いでおります。（回答ア　出来ている）

○私の話に詳細にメモを取ってくださり、そのことが後日、内容確認にとても役に立ちました。（回答ア　出来ている）

○適切な支援計画を作って戴きました。（回答ア　出来ている）

○自分達より若い方々ばかりですが、共に考えて頂けるのはとても心丈夫です。（回答ア　出来ている）

４）また、相談後の対応（例えば、相談内容に対するサービスの紹介や利用の手続きは適切に提供されていますか？）は満足できるものになっていますか？

ァ　　出来ている･･･８人

ィ　　ほぼできている･･･３人

ゥ　　全く出来ていない･･･0人

＊具体的なエピソードがあれば、ぜひお書きください

○日常生活用具で相談した際、私の身体の状態に合った用具を的確に捜してくださいました。（回答ア　出来ている）

○“病めるひとにも人権がある”と云うことをふまえて対応して下さる職員の方々に感謝しつつも、益々の力添え、助言をお願いするばかりです（回答ア　出来ている）

○解らない事あれば、関係機関で調べすぐに連絡して戴いた。アセスメント、カンファレンス、問題があったときの対応も迅速に出来ていました。（回答ア　出来ている）

○もう少し詳しいところまで説明してほしい。（回答イ　ほぼ出来ている）

このアンケートは、障害者支援センターたかまつ（以下支援センター）相談員の意識向上のために実施しました。


集計結果を公表するとともに、いただいた貴重なご意見を今後の相談活動に活かせるよう、これからも努力していきます。








